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令
和
3
年
度 

支
部
企
画
行
事
の
報
告
⑴
（
速
報
版
） 

  

校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
の
令
和
3
年
度
の

企
画
行
事
は
、
⑴
7
月
17
日
（
土
）
開
催
の
総

会
*1
を
は
じ
め
、
⑵
第
11
回
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
25
日
）
*2
、
⑶
支
部
女

性
の
集
い
（
11
月
14
日
）
*3
の
三
つ
の
行
事
で

し
た
。
例
年
開
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況
下
で
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
本
速
報
版
で
は
、
⑵
お
よ
び
⑶
に

つ
い
て
、
支
部
ブ
ロ
グ
で
実
施
報
告
し
て
い
る

内
容
の
加
筆
（
行
事
参
加
会
員
の
感
想
な
ど
）

と
、
紹
介
写
真
の
枚
数
を
増
や
し
、
支
部
の
IT

化
推
進
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に

い
ち
早
く
お
伝
え
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
編
集

し
て
い
ま
す
。 

【
第
11
回
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
】 

第
11
回
大
会
は
、
令
和
2
（2

0
2
0

）
年
が
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
り
、
令
和
3
年
の
大

会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
支
部

事
業
部
長
の
渡
部
俊
彦
支
部
理
事
（
昭
和
40
年

経
営
）
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
令
和
3
（2

0
2
1

）

年
10
月
25
日
（
月
）
に
、
岡
部
チ
サ
ン
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ･

岡
部
コ
ー
ス
（
埼
玉
県
深
谷
市

山
崎6

0
0

）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
*2
。
参
加
者

は
、
当
支
部
の
中
里
支
部
長
を
含
む
会
員
6
名

は
じ
め
、
近
隣
の
埼
玉
県
西
部
支
部
、
群
馬
県

支
部
な
ど
か
ら
の
会
員
、
併
せ
て
15
名
（
4

組
）
で
、
岡
部
コ
ー
ス
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
AM

8
時
20
分
に
集
ま
り
（
ス
タ
ー
ト
AM

9
時
）、

各
組
が
曇
り
空
の
下
の
コ
ー
ス
グ
リ
ー
ン
に
打

ち
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
、
優

勝
が
ネ
ッ
ト7

2
.4

の
清
水
慎
司
氏
（
グ
ロ
ス
82

で
B･

G
賞
も
受
賞
）、
準
優
勝
が
ネ
ッ
ト7

4
.0

の
小
川
詔
夫
氏
（
昭
和
51
年
土
木
）、
第
3
位

が
ネ
ッ
ト7

4
.4

の
石
川
有
治
氏
（
昭
和
51
年
土

木
）
で
し
た
。
こ
の
他
に
、
参
加
賞
、
B･

B

賞
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
な
ど
の
各
賞

が
多
く
の
参
加
者
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
第
10

回
の
大
会
（
令
和
元
年
開
催
）
ま
で
は
、
参
加

者
に
よ
る
懇
親
交
流
会
が
表
彰
式
の
後
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
こ
と
か
ら
懇
親
交
流
会
な
し
で
、
直
ち

に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
度
も
、

参
加
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
行
い
、

募
金
額
は
、
埼
玉
新
聞
・
社
会
福
祉
団
が
企

画
・
運
営
す
る
「
さ
い
た
ま
希
望
の
翼
基
金
」

に
渡
部
俊
彦
支
部
理
事
（
支
部
事
業
部
長
）
を

通
じ
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
大
会
授
与

者
か
ら
の
「
大
会
参
加
の
感
想
」
は
、
以
下
の

よ
う
に
、
準
優
勝
の
小
川
詔
夫
氏
（
鳩
山
町
在

住
）
お
よ
び
第
3
位
の
石
川
有
治
氏
（
熊
谷
市

在
住
）
の
お
二
人
か
ら
頂
戴
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
次
年
度
も
、
埼
玉
県
東
部
支
部
主
催

の
第
12
回
「
親
睦
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
令
和
4
年

10
月
第
4
週
の
月
曜
日
、
岡
部
チ
サ
ン
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
を
予
定
）。
新
型
コ
ロ
ナ
（
オ
ミ

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

写真-1 チャリティーゴルフ大会の参加者 

 
写真-2 チャリティーゴルフ大会（昼食時の歓談） 

⑴ 

『
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て
』 

小
川 

詔
夫
氏
（
準
優
勝
） 

 

会
場
の
岡
部
チ
サ
ンC

C

・
岡
部
コ
ー
ス
は
、

曇
天
で
し
た
が
プ
レ
ー
に
は
最
高
の
環
境
で
楽
し

い
ゴ
ル
フ
が
で
き
ま
し
た
。
同
組
の
岩
井
さ
ん
、

清
水
さ
ん
、
沼
口
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
幸
い
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
に
も
恵
ま
れ
準
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

コ
ン
ペ
の
ご
案
内
を
頂
い
た
渡
部
さ
ん
、
支
部
長

の
中
里
さ
ん
は
じ
め
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
改
め
て

感
謝
致
し
ま
す
。 

 

東
洋
大
学
を
卒
業
し
て
45
年
が
経
ち
、
現
在
は

東
松
山
市
に
本
社
が
あ
る
伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
総
合

建
設
業
）
に
週
4
回
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
自
宅

は
野
山
に
囲
ま
れ
た
鳩
山
町
で
、
子
供
達
も
数
年

前
に
巣
立
ち
カ
ミ
さ
ん
と
二
人
だ
け
の
生
活
で

す
。
休
日
は
、
ゴ
ル
フ
三
昧
の
生
活
で
す
が
一
向

に
上
達
し
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
会
社
関
係
の
人
と

の
交
遊
も
疎
遠
に
な
り
大
学
の
OB

、
地
元
の
同
級

生
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
行
く
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
校
友
会
東
部
支
部
の
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

〔2
0

2
1

年
11
月
18
日(

木)

メ
ー
ル
受
信
〕 

 

⑵ 

『
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
と
入
賞
（
お
礼
）
』

石
川 

有
治
氏
（
第
3
位
） 

 

私
は
昭
和
51
年
東
洋
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

卒
業
の
石
川
で
す
。 

先
日
の
第
11
回
校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

い
き
な
り
3
位
に
な
っ
て
正
直
自
分
な
が
ら
に
驚

い
て
い
ま
す
。
私
は
既
に
10
年
以
上
、
ア
プ
ロ
ー

チ
イ
ッ
プ
ス
に
悩
み
続
け
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

周
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョ
ッ
ト
で
は
、
一
体
こ
れ

か
ら
何
を
し
で
か
す
の
か
、
一
緒
に
廻
る
メ
ン
バ

ー
に
期
待
と
不
安
を
抱
か
せ
る
プ
レ
ー
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
頂
き

ま
し
た
杉
野
先
輩
、
渡
部
先
輩
、
杉
山
先
輩
、
大

変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

は
「
フ
ォ
ワ
ー
」
と
、
メ
ン
バ
ー
が
ド
ラ
イ
バ
ー

シ
ョ
ッ
ト
を
打
つ
度
に
、
大
声
で
叫
び
、
「
こ
れ

か
ら
如
何
な
る
ん
だ
ろ
？
」
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
全
く
無
用
の
心
配
で
そ
の
後
は
、

皆
さ
ん
昔
と
っ
た
杵
柄
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
の
話
題
に

な
る
と
次
か
ら
次
へ
と
話
が
繋
が
り
、
恩
師
の
名

前
ま
で
共
通
し
た
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
東
洋
大

学
校
友
会
の
ご
盛
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

〔2
0

2
1

年
12
月
22
日(

水)

メ
ー
ル
受
信
〕 
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ク
ロ
ン
株
）
感
染
の
収
束
を
祈
念
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
多
く
の
校
友
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
4
（2

0
2

2

）
年

6
月
以
降
に
開
催
案
内
を
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ

い
。 

 

*1 

支
部
ブ
ロ
グ
（2

0
2
1

年
7
月
28
日
掲
載
）
：
令
和
3
年

度
支
部
総
会
を
簡
略
化
し
て
開
催
（
ご
報
告
） 

 

*2 

支
部
ブ
ロ
グ
（2

0
2
1

年
11
月
11
日
掲
載
）
：
令
和
3
年

「
第
11
回
親
睦
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た 

*3 

支
部
ブ
ロ
グ
（2

0
2
1

年
11
月
30
日
掲
載
）
：
令
和
3
年

の
楽
し
い
「
支
部
女
性
の
集
い
」
（
澁
澤
栄
一
の
原
点
～
深

谷
を
め
ぐ
っ
て
）
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

文
責
・
写
真
編
集
：
黒
井
登
起
雄 

（
支
部
広
報
担
当
＆
副
支
部
長
） 

 

校
友
会
本
部
の
動
き 

 

再
度
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

  

令
和
3
（2

0
2
1

）
年
の
（
一
社
）
東
洋
大
学

校
友
会
の
（
一
般
社
団
法
人
化
最
初
）
代
議
員

会
は
、
5
月
22
日(

土)

に
書
面
ま
た
は
電
磁
的

方
法
（M

ail

等
）
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
（
す
べ
て
の
議
案
が1

2
4

～1
3

5

名
の
賛
成
多
数
、
行
使
者
総
数1

6
8

名
）。
し

か
し
、
書
面
決
議
に
つ
い
て
「
代
議
員
会
の
有

効
性
」
が
議
論
さ
れ
*4
、
代
議
員
会
の
再
開
が

理
事
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
*5
。
再
開
代
議
員

会
は
、
12
月
4
日(

土)

に
、Z

o
o

m

を
使
っ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
会
議
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
会

場
出
席
者
4
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
19
名
、

書
面
提
出
者1

2
3

名
）。
議
題
は
、
5
月
の
代

議
員
会
と
同
じ
で
、
第
1
号
か
ら
第
7
号
議
案

の
7
件
で
し
た
。
い
ず
れ
の
議
案
も1

2
6

～1
3
5

名
（
代
議
員
総
数1
6
7

名
）
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

*4 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ルN

o
.2

7
2

（
第
9
回
理
事
会
議
事

録
）、2

0
2

1
.6

.2
2

 

*5 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ルN

o
.2

7
7

（
第
14
回
理
事
会
報

告
）、2

0
2

1
.1

1
.2

4
 

 

「
代
議
員
選
挙
」
の 

立
候
補
者
に
つ
い
て 

  

令
和
4
年
か
ら
の
（
一
社
）
東
洋
大
学
校

友
会
第
1
期
（
通
算
第
18
期
）
の
全
国
の
各

支
部
の
代
議
員
（2

0
2
2

年
5
月
～2

0
2

5

年

3
月
）
選
出
は
、
改
定
さ
れ
た
定
款
第
11
条

等
に
基
づ
い
て
「
代
議
員
選
挙
」
を
告
示
し

（
選
出
代
議
員
の
定
数
、
立
候
補
期
間
、
立

候
補
の
方
法
な
ど
）、
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
図

-

1
）
*6
。
埼
玉
県
東
部
支
部
の
代
議
員
選

出
定
数
は
、
15
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
現

在
の
）
第
17
期
代
議
員
の
当
支
部
の
定
数

は
、
8
名
で
し
た
の
で
、
校
友
会
や
OB
会
等

の
活
動
に
熱
心
で
、
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
支
部
正
会
員
に
立
候
補
の
働
き
か
け

も
行
い
ま
し
た
。
12
月
2
日
（
立
候
補
締
切

日
）
ま
で
の
支
部
立
候
補
者
数
は
、
15
名
で

選
出
定
数
と
同
数
で
し
た
（
図-

2
）
。
改
定

の
代
議
員
選
出
規
程
で
は
、「
立
候
補
者
が
定

数
を
超
え
た
支
部
に
お
い
て
、
郵
便
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
る
選
挙
を
行

う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
当
支
部
で
の

選
挙
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
の
支
部

で
は
、
青
森
と
城
北
の
2
つ
の
支
部
が
「
支

部
正
会
員
に
よ
る
選
挙
」
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
代
議
員
当
選
者
は
、
3
月
12
日(

土)

に
東
洋
大
学
校
友
会
HP
で
開
示
さ
れ
ま
す
。 

 

*6 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ルN

o
.2

7
7

（（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友

会
代
議
員
選
挙
告
示
）
，2

0
2
1
.1

1
.2

4
 

*7 

校
友
会
ジ
ャ
ー
ナ
ルN

o
.2

7
8

（
事
務
局
報
告
）
，

2
0
2
1
.1

2
.2

2
 文

責
・
写
真
編
集
：
黒
井
登
起
雄
（
副
支
部
長
） 

 

写真-4 チャリティーゴルフ大会（チャリティー募金の寄附） 写真-3 チャリティーゴルフ大会（表彰式） 
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